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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
一
時
期
、
収
束
か

と
期
待
も
あ
り
ま
し
た
が
、
再
び
変
異

株
発
生
に
よ
り
世
界
中
に
感
染
が
広

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
も
全
力
で
対
策
を
取
っ
て
お
り
ま

す
が
、
当
町
は
県
内
で
も
常
に
先
頭
を

切
っ
て
各
種
の
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
議
会
と
し
て
も
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
、
町
に
対
策
の
実
施
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
５
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
新
し
く

加
わ
っ
た
仲
間
と
共
に
「
チ
ー
ム
議
会
」

と
し
て
、
町
の
発
展
の
た
め
人
口
減
対

策
な
ど
課
題
に
つ
い
て
町
に
積
極
的
に

提
案
、
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
全
力
で
議
会
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
　
三
　
輪
　
　
正

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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決定した補正予算

＊金額については、
　1万円未満切り捨て

＊金額については、
　1万円未満切り捨て

令 和３年度 一 般 会 計補正予算（第６号）

令 和３年度 一 般 会 計補正予算（第７号）

会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算額

令和３年度 一般会計 （第６号）【専決】 � 11,842千円 34億18,785千円

令和３年度 一般会計 （第７号） � 27,570千円 34億46,355千円

議案４件を全会一致で承認・可決
11月29日（1日間）会 期

条例の一部改正
議案第72号

議案第73号

発委第５号

■出雲崎町職員の給与条例の一部改正
一般職の期末手当の支給月数を 0.10 月引下げるもの

■出雲崎町特別職の給与及び旅費条例の一部改正
特別職の期末手当の支給月数を 0.05 月引下げるもの

■出雲崎町議会議員の議員報酬及び費用弁償等条例の一部改正
議会議員の期末手当の支給月数を 0.05 月引下げるもの

1111月臨 時 会月臨 時 会

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・地方交付税普通分追加 � ������� 696万円
・新型コロナウイルスワクチン
　　接種体制確保事業補助金追加 � ��� 149万円
・新型コロナウイルス
　　感染症対応地方創生臨時交付金追加 �� 338万円

・地方交付税普通分追加 � ������� 271万円
・子育て世帯への臨時特別給付金
　　給付事業費補助金 � ������� 2,265万円
・子育て世帯への臨時特別給付金
　　給付事務費補助金 � ���������18万円
・新型コロナウイルスワクチン
　　接種体制確保事業費補助金追加 � �� 202万円

・庁舎会議室プロジェクター設備 � ����60万円
・予防接種台帳システム改修委託料 � �� 149万円
・町漁業者経営支援事業補助金 � ���� 259万円
・町漁協経営支援事業補助金 � ������64万円
・町事業継続支援給付金 � ������� 650万円

・灯油購入費等助成金 � �������� 180万円
・子育て世帯への臨時特別給付金 � �� 2,265万円
・新型コロナウイルスワクチン（3回目）
　　接種対応業務委託料 � ������� 202万円
・任意予防接種助成追加 � ��������52万円
　　（インフルエンザ予防）
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潟
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会　　　　計 補　正　額 補正後の予算額

令 和 ３ 年 度 一 般 会 計 （第８号） 1億56,778千円 36億  3,133千円

令 和 ３ 年 度 一 般 会 計 （第９号） 22,750千円 36億25,883千円

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 （第１号） 43,303千円 5億40,503千円

介 護 保 険 事 業 （第３号） 16,728千円 6億88,759千円

下 水 道 事 業 （第２号） 5,752千円 2億50,182千円

住 宅 用 地 造 成 （第２号） 5,270千円 16,785千円

� （議長は採決に加わりません）

三輪 仙海 高橋 中野 髙桑 宮下 石川 小黒 島 加藤
－ 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇遠 藤 良 法  さん（羽黒町） （令和４年 4月 1日から３年間）

人権擁護委員の推薦に同意

仙
海
議
員

 

長
岡
市
や
柏
崎
市
と
同
程
度

の
内
容
と
の
こ
と
だ
が
、
道
路
の
損
傷
や

河
川
の
損
傷
等
を
発
見
し
た
場
合
、
地
域

の
方
か
らLIN

E

で
連
絡
す
る
「
損
傷
通

報
機
能
」
は
あ
る
か
。
有
効
な
機
能
で
あ

る
の
で
設
定
す
べ
き
。

　

ま
た
、
友
だ
ち
登
録
を
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
町
外
に
い
て
も
出
雲
崎
町
の
状

況
を
把
握
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
発

信
し
、
有
効
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長

 

長
岡
市
や
柏
崎
市
と
同
レ
ベ

ル
で
と
考
え
て
い
る
。
ど
う
い
う
機
能
を

持
た
せ
る
か
、
現
在
、
各
課
で
洗
い
出
し

て
い
る
。「
損
傷
通
報
機
能
」
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

髙
桑
議
員

 

運
用
開
始
ま
で
４
ヶ
月
だ
が
、

高
齢
者
の
方
な
ど
、LIN

E

の
使
い
方
が

分
か
ら
な
い
方
へ
の
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

総
務
課
長

 

２
月
に
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。
１
月
の
広
報
で
告
知

す
る
。

宮
下
議
員

 

人
口
減
少
高
齢
化
が
進
み
町

内
所
有
の
外
灯
は
、
各
町
内
で
は
管
理
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
今
後

は
地
域
事
情
を
把
握
し
、
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

総
務
課
長

 

今
後
、
各
町
内
の
外
灯
管
理

の
状
況
を
確
認
し
、
検
討
す
る
。

小
黒
議
員

 

減
額
理
由
は
、
コ
ロ
ナ
で
の

家
計
急
変
者
が
少
な
か
っ
た
か
ら
か
。
今

年
度
末
ま
で
の
制
度
で
あ
り
、
十
分
な
周

知
を
再
度
徹
底
い
た
だ
き
た
い
。

こ
ど
も
未
来
室
長 

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
が

対
象
で
、
今
回
、
給
付
の
要
件
に
合
致
し

た
方
に
つ
い
て
は
給
付
を
終
え
て
い
る
。

　

６
月
の
予
算
は
国
の
算
定
方
法
が
決
め

ら
れ
て
い
た
た
め
、
乖
離
を
し
た
も
の
で
、

３
月
ま
で
10
人
分
を
残
し
て
減
額
と
し
た
。

町
公
式LIN

E
�

導
入
業
務
委
託
料
101.2万円

外
灯LED

整
備

�

補
助
金
追
加
25万円

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

�

特
別
給
付
金
減
△150万円

補 正 予 算
質 疑

主なものから抜粋して掲載しています

採決の賛否結果

決定した補正予算

心月輪の指定管理者 株式会社イドムに決定！

＊金額については、
　1万円未満切り捨て

＊金額については、
　1万円未満切り捨て

令 和３年度 一 般 会 計補正予算（第８号）

令 和３年度 一 般 会 計補正予算（第９号）

議案13件を可決・同意 12月14日から17日（4日間）会 期

条例の一部改正

新たに条例が制定されました

議案第76号

議案第75号

議案第77号

議案第78号

■出雲崎町国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険に加入している未就学児に係る均等割り額を減額し、減額相当分を公費で負
担するもの

■出雲崎町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例
「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」及び「出雲崎町過疎地域における固
定資産税の課税免除に関する条例」に基づき、出雲崎町で製造業、旅館業、農林水産物等
販売業及び情報サービス業等の用に供する設備を取得等した場合、その設備に係る固定資
産税（土地・家屋・償却資産）が免除されるもの

■出雲崎町国民健康保険条例の一部改正
法改正により令和 4年 1月 1日以降の出産にかかる出産育児一時金について見直しが行
われたが引き続き町が１万円を上乗せし支給額の 43万円を維持するもの
■出雲崎町消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
団員定員を 170人から 158人とし、出動報酬を３千円から４千円とするもの

1 21 2 月  定 例 会月  定 例 会

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・地方交付税普通分追加 ……………  2億7,074万円
・障がい者自立支援給付費負担金追加（国負担分）
　　����������������� 250万円
・障がい児施設措置費負担金追加（国負担分）
　　����������������� 122万円
・障がい者自立支援給付費負担金追加（県負担分）
　　����������������� 125万円
・障がい児施設措置費負担金追加（県負担分）
　　������������������61万円
・新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金追加
      ������������������ 408万円
・新型コロナウイルスワクチン接種
　　体制確保事業補助金追加 � ����� 239万円
・土地売払収入追加 � ��������� 467万円
・財政調整基金繰入減 � ���� △1億2,600万円

・子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費
　　補助金追加 � ���������� 2,265万円
・子育て世帯への臨時特別給付金給付事務費
　　補助金追加 � ������������10万円

・町公式LINE導入業務委託料� ����� 101万円
・財政調整基金積立������� 1億3,434万円
・障がい福祉サービス費追加 � ����� 500万円
・障がい児給付費追加 � �������� 245万円
・新型コロナウイルスワクチン
　　予防接種委託料等（３回目） � ��� 648万円
・町水田活用推進事業補助金追加 � ��� 106万円
・観光ルート構築発信事業委託料 � ��� 159万円
・町新生活スーパー住まい取得
　　リフォーム支援補助金追加 � ���� 200万円

・子育て世帯への臨時特別給付金 � �� 2,265万円
・町子育て世帯への臨時特別給付金 � ���80万円

町道妻入りの街並み線
外灯

 ここが聞きたい！！

案 件人 事

11
月
臨
時
会

11
月
臨
時
会
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議
会
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会
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会

出
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意
見
交
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会
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小
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校

意
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交
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会

委
員
会
視
察

委
員
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視
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サ
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ン

議
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は10ページ

１．良寛記念館の運営
について

高橋速円 議員4

質問項目

詳細は11ページ

１．荒れ放題の事業中
止のヒラメ養殖場
解決に向けた町の
対処と進展は

加藤修三 議員5

質問項目

詳細は12ページ

１．デジタル改革につ
いて

島 明日香 議員6

質問項目

詳細は7ページ

１．新年度予算に
　ついて

石川　豊 議員1

質問項目

詳細は8ページ

１．道路改良工事に
　ついて

小黒博泰 議員2

質問項目

詳細は9ページ

１．再生可能エネル
ギーと原発再稼働
を考える

宮下孝幸 議員3

質問項目

詳細は13ページ

１．通学路の安全対策と
教育支援について

２．空き家の活用について
３．良寛会記念館と心月
輪の連携について

仙海直樹 議員7
※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は10ページ

１．良寛記念館の運営
について

高橋速円 議員4

質問項目

詳細は11ページ

１．荒れ放題の事業中
止のヒラメ養殖場
解決に向けた町の
対処と進展は

加藤修三 議員5

質問項目

詳細は12ページ

１．デジタル改革につ
いて

島 明日香 議員6

質問項目

詳細は7ページ

１．新年度予算に
　ついて

石川　豊 議員1

質問項目

詳細は8ページ

１．道路改良工事に
　ついて

小黒博泰 議員2

質問項目

詳細は9ページ

１．再生可能エネル
ギーと原発再稼働
を考える

宮下孝幸 議員3

質問項目

詳細は13ページ

１．通学路の安全対策と
教育支援について

２．空き家の活用について
３．良寛会記念館と心月
輪の連携について

仙海直樹 議員7
※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

Q&A新年度予算編成の
主眼は何か ?

課題山積に対応する
予算編成を考える

町長

石川 　豊 議員

石
川
石
川

 

新
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
新
規
事
業
等
に
相
当

な
予
算
を
要
す
る
こ
と
か
ら
経

常
的
経
費
を
極
力
控
え
る
と
、

町
長
は
言
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
経
常
的
経
費
は
固

定
費
的
要
素
で
あ
る
「
義
務

的
経
費
」
と
「
そ
の
他
の
経

費
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、「
法

令
の
規
定
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
」
義
務
的
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
す
れ
ば
、「
そ
の
他
の
経
費
」

の
委
託
料
、「
補
助
費
等
」
な

ど
を
削
減
す
る
と
理
解
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
主
な
重
点
施
策
と

併
せ
て
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

�

な
ど
を
勘
案
し
策
定
す
る

町
長

 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
や
第
6
次
出

雲
崎
町
総
合
計
画
を
勘
案
し
、

各
種
団
体
か
ら
要
望
頂
い
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
も
臨
機
応

総
枠
予
算
の
中
、

　
経
常
的
経
費
の

�

何
を
削
減
す
る
の
か

変
・
柔
軟
に
対
応
し
て
町
民
各

位
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
予
算

編
成
に
あ
た
る
。
具
体
的
に
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。

・�

母
子
手
帳
を
申
請
交
付
さ
れ

た
人
に
30
万
円
、
出
産
祝
い

に
20
万
円
の
給
付
を
考
え
て

い
る
。
健
全
な
子
育
て
を
支

援
す
る
目
的
。

・�

中
山
間
地
の
農
業
基
盤
を
守

る
た
め
、
農
業
法
人
組
織
の

立
上
げ
を
支
援
す
る
。
10

ア
ー
ル
当
た
り
4
千
円
の
支

給
を
予
定
し
て
い
る
。

・�

漁
業
、
商
工
業
問
題
に
つ
い

て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
て
対
応
す
る
予
定
。

・�

交
通
弱
者
救
済
目
的
で
、

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
来
年

4
月
以
降
の
本
格
運
用
を
目

指
す
。

・�
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、
中

学
生
を
対
象
に
「
教
育
塾
」

の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い

る
。

・�

空
き
家
問
題
に
つ
い
て
建
物

等
処
分
に
多
額
な
経
費
が
必

要
に
な
る
た
め
、
積
極
的
に

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
民
間

企
業
の
力
も
借
り
、
移
住
住

宅
の
促
進
を
図
る
。

・�

宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、粛
々

と
進
め
る
。

　

以
上
、
新
規
事
業
・
継
続
事

業
の
拡
充
を
積
極
果
敢
に
進
め

て
い
く
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

有
効
活
用
を
目
指
し
、
経
常
的

経
費
の
無
駄
を
無
く
す
よ
う
努

力
す
る
。

・�

コ
ロ
ナ
収
束
の
暁
に
は
、

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
大
幅
な
増
収
に
向
け
て
、

企
業
回
り
を
徹
底
的
に
行
う

考
え
で
あ
る
。

石
川
石
川

 

築
50
年
を
経
過
し
て

い
る
庁
舎
は
手
狭
に
な
っ
て
お

り
、
旧
消
防
分
遣
所
の
大
規
模

修
繕
を
行
い
、
議
会
関
連
ス

ペ
ー
ス
の
移
転
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

現
庁
舎
で
行
政
事
務
を
行
う

町
長

 

暫
く
は
過
大
な
投
資

は
し
な
い
。
住
民
の
立
場
で
仕

事
を
し
て
い
く
こ
と
が
職
員
の

使
命
だ
。

「
庁
舎
建
設
基
金
積
立
」の

�

創
設
は築50年の役場庁舎と旧消防分遣所

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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Q&A道路改良工事の計画は
部分的な改良を進める町長

小黒 博泰 議員

経
費
が
掛
か
る
た
め
、
部
分
的

な
改
良
を
進
め
て
い
き
た
い
。

全
線
に
対
す
る
工
事
の
目
標
は

今
の
と
こ
ろ
明
確
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

小
黒
小
黒

 

全
線
を
改
良
す
る
に

は
何
年
も
か
か
る
事
は
理
解
し

て
い
る
。
県
道
と
の
T
字
路
や

道
中
に
も
狭
い
所
が
あ
り
除
雪

時
は
幅
員
が
狭
く
な
り
、
す
れ

違
い
で
き
な
い
。
ま
た
落
差
が

あ
り
危
険
な
場
所
も
あ
る
。
町

長
が
言
う
、
部
分
的
な
改
良
で
、

退
避
場
所
等
を
設
け
、
火
災
な

ど
の
災
害
時
で
も
通
行
に
支
障

が
無
い
よ
う
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

 

部
分
的
に
、
車
が
交

差
で
き
な
い
よ
う
な
箇
所
等
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
応
、
準
備
を
進
め
て
い
く
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

小
黒
小
黒

 

毎
年
、
町
道
の
道
路

改
良
、
舗
装
、
修
繕
工
事
等
が

各
地
域
で
行
わ
れ
、
住
民
生
活

の
支
障
と
な
っ
て
い
る
狭
隘
道

路
の
解
消
が
進
み
、
生
活
道
路

が
良
く
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
町
民
が
不
備
に
感
じ
る
道

路
が
あ
る
。

　

道
路
工
事
の
計
画
は
、
ど
の

よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

行
き
止
ま
り
で

　

迂
回
路
が
な
い
地
域
を

�
先
手
に

町
長

 

町
道
の
道
路
改
良
、

修
繕
等
は
、
行
き
止
ま
り
で
迂

回
路
が
な
い
地
域
を
先
手
に

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
団

地
等
か
ら
主
要
道
路
の
接
続
に

つ
い
て
も
安
全
確
保
の
た
め
、

拡
幅
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、

道
路
工
事
は
相
当
の
経
費
が
必

要
な
た
め
、
交
付
金
等
の
財
源

確
保
を
求
め
な
が
ら
、
町
民
の

要
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　

工
事
の
計
画
は
、
状
況
に

よ
っ
て
は
計
画
ど
お
り
に
進
ま

な
い
点
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

道
路
を
持
つ
目
的
に
沿
っ
て
、

道
路
改
良
工
事
計
画
の

�

基
準
は

住
民
の
安
全
、
安
心
を
確
保
し

な
が
ら
部
分
的
な
改
修
等
で
対

応
す
る
考
え
で
あ
る
。

小
黒
小
黒

 

現
在
の
道
路
工
事
等

を
見
る
と
、
八
手
地
区
や
山
谷

地
区
が
集
中
的
に
毎
年
行
わ
れ
、

上
地
区
の
道
路
は
良
く
な
っ
て

い
る
が
、
下
地
区
は
な
か
な
か

改
良
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
町

民
の
意
見
も
あ
る
。
ま
た
、
下

地
区
に
議
員
が
い
な
い
か
ら
駄

目
な
の
か
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
が
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望

が
な
い
と
工
事
計
画
に
入
れ
て

も
ら
え
な
い
の
か
伺
う
。

強
い
要
望
を

�
最
優
先
す
る
事
で
は
な
い

町
長

 

議
員
の
い
る
地
区
や

集
落
と
し
て
の
強
い
要
望
そ
の

も
の
を
最
優
先
す
る
と
い
う
事

で
は
な
い
。
基
本
方
針
に
沿
っ

て
改
良
、
補
修
等
を
進
め
て
き

て
い
る
。
議
員
が
い
る
か
ら
、

地
元
の
要
望
が
あ
る
か
ら
で
は

な
く
、
町
全
体
の
地
域
を
網
羅

し
把
握
を
し
な
が
ら
安
全
を
期

し
、
除
雪
関
係
や
い
ろ
ん
な
面

で
限
り
な
く
そ
の
状
況
が
改
善

さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
、
そ
の

地
域
か
ら
の
強
い
要
望
が

�

な
い
と
駄
目
な
の
か

中
で
改
良
な
り
補
修
を
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

小
黒
小
黒

 

上
中
条
か
ら
乙
茂
へ

抜
け
る
町
道
は
地
盤
が
悪
く
、

経
費
も
掛
か
る
な
ど
の
理
由
で
、

改
良
は
さ
れ
て
い
な
い
。
経
費

が
掛
か
る
か
ら
で
き
な
い
で
は

な
く
、
悪
い
と
こ
ろ
か
ら
修
繕

し
て
い
く
の
が
基
本
と
考
え
る
。

今
後
の
工
事
計
画
に
入
っ
て
い

る
の
か
、
い
つ
頃
の
計
画
な
の

か
伺
う
。

今
の
と
こ
ろ

�

明
確
に
答
え
ら
れ
な
い

町
長

 

指
摘
さ
れ
た
路
線
は
、

軟
弱
地
盤
の
所
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
工
法
を
考
え
る
と
巨
大
な

上
中
条
米
田
中
山
線
の

�

改
良
は
い
つ
頃

落差があり危険な箇所

入口が狭いＴ字路

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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Q&A再生可能エネルギーと
原発再稼働を考える

水素未来に期待…！
再稼働容認は慎重に判断…！

町長

宮下 孝幸 議員

宮
下
宮
下

 

福
島
原
発
が
大
事
故

を
起
こ
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
期
待
度
は
増
大
し
て

い
る
。
地
球
温
暖
化
は
、
私
ど

も
が
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
未
曾
有
の
大
災
害
を
引
き

起
こ
し
、
地
球
温
暖
化
の
元
凶

と
も
言
え
る
C02
削
減
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
必

要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
が
町
長

の
所
見
は
。

町
長

 

官
民
一
体
の
喫
緊
の

大
き
な
課
題
だ
と
思
う
。
現
実

的
に
中
々
道
の
り
も
遠
い
が
、

一
つ
ず
つ
努
力
し
て
い
く
。

宮
下
宮
下

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
量
は
現
在
20
％
余

り
、
福
島
事
故
前
の
原
発
発
電

量
34
％
に
迫
る
勢
い
で
あ
り
、

日
々
の
技
術
革
新
や
取
組
も
格

段
に
進
歩
を
し
始
め
て
い
る
。

　

過
去
の
一
般
質
問
で
、
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
部
を

紹
介
し
、
原
発
再
稼
働
に
関
す

る
質
問
を
し
て
い
る
が
、
私
の

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

質
問
の
要
旨
を
ど
の
程
度
記
憶

に
留
め
て
い
る
か
。

町
長

 

検
査
を
通
り
安
全
が

確
保
さ
れ
た
原
発
の
再
稼
働
は

可
と
す
る
と
答
え
た
。
当
時
の

質
問
の
要
旨
は
十
分
承
知
を
し

て
い
る
。

宮
下
宮
下

 

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
模
索
す
る
中
、
水
素
の
書
か

れ
た
一
冊
の
書
籍
と
出
会
っ
た
。

　

水
素
は
完
全
密
閉
空
間
で
濃

度
40
％
以
上
で
な
い
と
爆
発
し

な
い
。
ト
ヨ
タ
が
水
素
自
動
車
、

ヤ
ン
マ
ー
の
水
素
船
舶
。
川
崎

重
工
の
水
素
運
搬
船
又
は
、
大

林
組
の
水
素
製
造
プ
ラ
ン
ト
の

稼
働
な
ど
が
あ
る
。
で
は
、
現

在
水
素
は
ど
の
様
に
し
て
取
り

出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
認

識
は
。

町
長

 
水
素
は
脱
炭
素
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
、
コ

ス
ト
高
や
貯
蔵
、
あ
る
い
は
運

搬
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

宮
下
宮
下

 

ガ
ソ
リ
ン
の
3
〜
4

倍
も
の
熱
量
を
持
つ
水
素
は
、

水
を
太
陽
光
発
電
で
分
解
し
作

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
れ
ば
、

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
格
段
に
上
が
り
、
国
家
財
政

は
潤
沢
化
す
る
。

　

現
在
、
発
電
量
を
上
げ
る

為
、
新
た
に
営
農
型
太
陽
光
発

電
の
取
組
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、

知
っ
て
い
る
か
。

町
長

 

他
の
取
組
と
し
て
家

庭
や
行
政
で
も
取
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
が
、
現
実
C02
削
減
目
標

の
達
成
は
困
難
。

宮
下
宮
下

 

過
去
の
答
弁
で
、
再

稼
働
賛
成
は
変
え
る
つ
も
り
は

な
い
と
言
わ
れ
た
が
、
時
を
経

て
、
数
々
の
問
題
が
発
覚
し
た

東
電
の
企
業
体
質
。
原
発
災
害

は
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
当
町

の
行
政
長
と
し
て
、
今
で
も
考

え
に
変
わ
り
な
い
か
。

町
長

 

時
を
経
て
不
信
感
は

つ
の
り
、
情
勢
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
検
証
結
果
に
基
づ
き
、

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

町
民
・
議
会
の
意
見
を
受
け
止

め
な
が
ら
私
の
見
解
を
話
す
。

宮
下
宮
下

 

毎
秒
7
度
も
海
水
を

温
め
る
原
発
。
山
梨
県
で
は
、

水
素
発
電
所
の
建
設
も
始
ま
り
、

数
々
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
可
能
と
な
る
今
、
私
は
、
こ

の
町
の
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
為
、
原
発
再
稼
働
に
は
断

固
反
対
す
る
。

脱炭素化社会への取組　太陽光発電パネル

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン

9 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ４ 年 1 月 2 5 日第 1 1 4 号

一
般
質
問

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



Q&A良寛さまは町の宝・
文化施設ではないのか？

いまこそ偉大さをアピールしたい町長

高橋 速円 議員

高
橋
高
橋

 

新
井
満
さ
ん
の
「
愛

語
」「
戒
語
」
を
小
中
学
生
に

素
読
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。
そ
の

こ
こ
ろ
は
必
ず
生
徒
さ
ん
に
伝

わ
る
。
出
雲
崎
の
文
化
も
学
ん

で
ほ
し
い
。
ま
た
町
の
祭
り
、

特
に
笛
な
ど
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

同
感
だ

町
長

 

教
育
長 

教
育
計
画

全
体
と
の
関
連
も
あ
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

新
井
満
さ
ん
の

　「
良
寛
さ
ん
の
愛
語
」

　「
良
寛
さ
ん
の
戒
語
」
の

�

素
読
を
提
案
す
る

高
橋
高
橋

 

第
６
次
総
合
計
画
に

関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
良

寛
さ
ま
を
町
の
自
慢
、
魅
力
と

思
っ
て
い
る
回
答
が
230
人
の
有

効
回
答
中
10
人
に
満
た
な
か
っ

た
。
し
か
も
ほ
と
ん
ど
高
齢
の

み
な
さ
ん
だ
っ
た
。
聖
僧
良
寛

へ
の
認
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

良
寛
さ
ん
の
偉
大
さ
を

�
発
信
し
た
い

町
長

 

大
勢
の
人
に
そ
の
精

神
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。 町

の
宝
は
な
に
か

高
橋
高
橋

 

平
成
25
年
以
来
町
が

運
営
を
担
っ
て
き
た
が
、
そ
の

意
義
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。運

営
は
き
び
し
い
が

�

柔
軟
さ
が
必
要

町
長

 

最
近
三
味
線
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
良
寛
さ
ん

が
目
的
で
な
く
て
よ
い
。
来
て

い
た
だ
い
て
そ
の
心
に
触
れ
て

い
た
だ
く
。
心
月
輪
と
記
念
館

を
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
絶
対
的

に
入
館
者
を
増
や
す
。
そ
の
方

針
で
い
く
。

高
橋
高
橋

 

心
月
輪
は
採
算
の
施

設
。
だ
が
記
念
館
は
出
雲
崎
の

精
神
、
文
化
の
中
心
施
設
だ
。

し
か
し
い
ま
は
中
途
半
端
に
し

か
み
え
な
い
。
町
長
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

良
寛
記
念
館
を
町
が
運
営
す
る

�

意
義
は
な
に
か
？

良
寛
記
念
館
は
文
化
的
な

施
設
な
の
か
、
観
光
資
源
の

ひ
と
つ
な
の
か

タ
イ
ア
ッ
プ
で
や
る

町
長

 

き
び
し
い
が
そ
れ
よ

り
も
記
念
館
の
中
に
内
蔵
さ
れ

て
い
る
良
寛
の
こ
こ
ろ
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
タ
イ
ア
ッ
プ
で
や

る
。高

橋
高
橋

 

全
国
良
寛
会
が
来
年

10
月
当
町
で
開
催
さ
れ
る
。
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

近
隣
市
町
村
と
の

�

連
携
で
や
る

町
長

 

若
干
経
費
も
か
か
る

が
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
良

寛
生
誕
の
地
、
良
寛
堂
建
立
100

年
の
節
目
の
年
を
意
義
あ
る
大

会
に
し
た
い
。
ぜ
ひ
近
隣
の
み

な
さ
ん
に
も
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

近代建築の巨匠 谷口吉郎博士の設計により
完成した良寛記念館（昭和40年春）

良寛記念館からの夕日

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン

10い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ４ 年 １ 月 2 5 日第 1 1 4 号

一
般
質
問

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



Q&A見るも無残な廃墟と化した
ヒラメ養殖場の対処と進展

全力を挙げて対処し、
結果を求めていく

町長

加藤 修三 議員

加
藤
加
藤

 

平
成
11
年
ヒ
ラ
メ
養

殖
場
中
止
か
ら
20
年
以
上
が
た

ち
建
屋
は
屋
根
が
剥
が
れ
鉄
骨

が
む
き
出
し
錆
で
梁
は
崩
れ
見

る
も
無
残
な
状
態
で
あ
る
。
平

成
23
年
か
ら
度
々
質
問
が
出
て
、

場
所
の
利
用
は
一
石
二
鳥
を
一

石
三
鳥
の
開
発
目
標
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
た
が
進
展
な
く
、

更
に
26
年
一
般
質
問
で
ヒ
ラ
メ

養
殖
場
終
了
に
伴
う
県
と
国
が

生
産
組
合
に
求
め
る
補
助
金
返

還
１
，５
７
０
万
円
の
解
決
に

向
け
、
県
、
関
係
庁
等
々
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
で
の
効
果

で
解
決
の
糸
口
が
見
出
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

補
助
金
の
返
還
が

　

法
律
と
し
て
存
在
し

�

苦
慮
し
て
い
る

町
長

 

荒
廃
し
た
厳
し
い
現

状
を
修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
お

り
、
何
と
し
て
も
解
決
し
な
け

解
決
さ
れ
た
の
か

　
県
と
国
が
生
産
組
合
に

�

求
め
る
補
助
金
返
還

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

国
、
県
関
係
等
々
、
こ
の
問
題

の
解
決
に
向
か
っ
て
糸
口
を
ま

さ
ぐ
っ
て
き
た
が
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
、
な
か
な
か
満
足
の

い
く
回
答
を
得
ら
れ
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。
補
助
金
の
返
還

が
法
律
と
し
て
存
在
し
て
い
る

以
上
、
大
変
厳
し
い
と
い
う
感

を
深
く
し
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ

る
機
関
か
ら
も
手
を
尽
く
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
現
存
す

る
法
律
の
枠
を
超
え
ら
れ
な
い

と
い
う
段
階
で
、
本
当
に
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
藤
加
藤

 
平
成
26
年
質
問
に
対

し
、
し
ば
ら
く
町
に
任
せ
て
行

動
し
な
が
ら
、
逐
次
、
過
程
に

つ
い
て
報
告
を
し
、
理
解
を
し

て
い
く
と
い
う
中
、
未
だ
何
の

報
告
も
な
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
、
状
況
や
問
題
を
共
有

し
た
進
捗
の
可
視
化
に
つ
い
て

伺
う
。

解
決
に
向
け
た
行
動
、

　
報
告
の
見
え
る
化
は

�

で
き
な
い
の
か

タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら

�

行
動
す
る

町
長

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明

示
し
な
が
ら
や
る
べ
き
と
い
う

意
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ

幾
日
に
ど
う
す
る
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い

う
の
が
あ
り
、
改
め
て
今
ま
で

の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
県
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
、
国
に
対
し

て
の
ど
の
よ
う
な
活
動
や
要
望
、

お
願
い
が
効
果
的
か
と
い
う
こ

と
も
ま
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
議
員

の
力
を
借
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

図
り
な
が
ら
行
動
し
て
、
そ
の

結
果
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

廃墟と化した出雲崎漁業生産組合ヒラメ直売所

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン

11 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ４ 年 1 月 2 5 日第 1 1 4 号

一
般
質
問

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



Q&Aデジタル変革戦略室の創設を
体制づくりは進めるが
新規創設の考えはない

町長

島  明日香 議員

り
の
幅
広
い
商
業
活
動
を
し
な

が
ら
利
益
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
を
ま
ず
は
や
る

べ
き
。

島島

 

「
国
の
18
歳
以
下
の

子
ど
も
へ
の
給
付
金
」
も
岸
田

首
相
は
迷
走
さ
れ
た
。
紙
か
デ

ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
か
選
ぶ
こ
と

が
で
き
、
子
育
て
用
品
を
購
入

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
話
も

あ
っ
た
。
し
か
し
デ
ジ
タ
ル
化

が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
選
択
す

る
余
地
は
な
い
。
子
育
て
世
代
、

働
き
世
代
が
お
店
に
行
け
な
く

て
も
、
町
内
店
舗
で
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
、
小
さ
い
町
だ
か

ら
こ
そ
人
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
一
緒
に

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
進
ん
で
い
く

こ
と
を
強
く
望
む
。

ア
ナ
ロ
グ
併
用
で

�

み
ん
な
で
デ
ジ
タ
ル
化

島島

 

「
ス
マ
ホ
教
室
開
催
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ
実

施
し
て
い
く
よ
り
も
、
デ
ジ
タ

ル
変
革
の
た
め
の
課
を
創
設
す

る
こ
と
を
望
む
。
若
い
現
職
員

の
活
躍
、
新
規
雇
用
創
出
、
働

き
方
改
革
の
一
翼
を
担
え
る
可

能
性
が
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
、

全
て
の
町
民
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の

整
備
を
！

高
齢
者
の
皆
様
を
主
体
に

�

初
歩
か
ら
理
解
を
深
め
る

町
長

 

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
は
、
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
機
器
の
取
扱
い
等

そ
の
使
用
に
つ
い
て
、
初
歩
か

ら
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な

講
座
や
教
室
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

島島

 

「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

自
事
業
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

起
こ
る
の
か
」
と
不
安
を
も
つ

町
内
事
業
者
に
向
け
た
解
決
策

は
あ
る
か
。
ま
た
、
機
器
の
導

入
等
に
関
し
て
費
用
や
人
材
に

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

事
業
者
の
不
安
を

�

取
り
除
く
策
は

対
す
る
助
成
の
考
え
は
あ
る
か
。

既
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
対
応

町
長

 

ふ
る
さ
と
逸
品
開
発

支
援
事
業
あ
る
い
は
宿
泊
施
設

の
環
境
整
備
促
進
事
業
補
助
金

制
度
等
を
設
け
、
町
民
を
対
象

に
し
た
使
い
方
講
座
等
を
実
施

し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
。

島島

 

行
政
手
続
き
も
随
時

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
職
員
も

不
安
材
料
が
多
い
と
思
う
が
、

対
応
は
如
何
に
。

各
種
研
修
に

�

積
極
的
に
取
り
組
む

町
長

 

各
種
研
修
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
若
い
職
員
に
は
先

進
的
な
技
術
等
々
に
精
通
し
て

い
る
者
も
い
る
の
で
、
そ
う
い

う
者
か
ら
各
課
の
職
員
に
研
修

会
を
し
て
も
ら
い
、
輪
を
広
げ

る
こ
と
も
し
た
い
。

島島

 

役
場
の
仕
事
と
し
て
、

役
場
職
員
に
向
け
て
の

�

施
策
は

通
販
サ
イ
ト
開
設
で

�

販
路
拡
大
を

町
内
の
商
品
や
製
品
を
ド
ロ
ッ

プ
シ
ッ
ピ
ン
グ
で
販
売
し
、
販

路
拡
大
や
知
名
度
拡
大
に
貢
献

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
で
行
う
こ
と
は
難
し
い

町
長

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
、
町
内
店
舗
の
デ
ジ
タ

ル
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

事
業
者
自
ら
が
自
分
に
合
っ
た

商
売
ス
タ
イ
ル
で
行
う
こ
と
が

最
善
で
あ
る
。

島島

 

再
び
商
品
券
の
発
行

の
機
会
が
あ
っ
た
場
合
、
１
円

単
位
で
決
済
可
能
な
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
に
も
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

体
制
づ
く
り
が
先
決

町
長

 

事
業
者
も
、
そ
れ
な

※
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン
グ

※
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン
グ

　
在
庫
や
配
送
の
管
理
が
不
要

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お

け
る
商
品
の
広
告
ま
た
は
販
売

の
一
形
態
。
製
造
元
が
商
品
の

発
送
を
直
接
行
う
取
引
方
法
の

名
称
。

デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の

�

考
え
は

ス
マ
ホ
決
済
を
し
て
い
る
様
子

話し合いの機会を
持ちながら

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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Q&A通学路の安全対策と
教育支援について

外灯の設置は難しい
教育支援は出雲崎塾を開催する

町長

仙海 直樹 議員

仙
海
仙
海

 

立
石
入
口
か
ら
中
学

校
ま
で
の
間
の
歩
道
が
暗
く
危

険
で
あ
り
外
灯
の
設
置
は
で
き

な
い
か
。

難
し
い
と
考
え
る

町
長

 

こ
の
範
囲
は
歩
道
脇

に
立
石
川
が
並
行
し
て
い
る
た

め
、
設
置
に
必
要
な
用
地
の
確

保
が
で
き
な
い
場
所
と
な
っ
て

お
り
設
置
で
き
る
な
ら
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
か
検
討
し
た

い
が
難
し
い
と
考
え
る
。

歩
道
に
外
灯
設
置
を

仙
海
仙
海

 

子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
学
習
意

欲
、
そ
し
て
個
性
や
才
能
を
伸

ば
す
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に

助
成
で
き
な
い
か
。

町
で
塾
を
や
る

町
長

 

そ
の
よ
う
な
制
度
は

や
ら
ず
、
来
年
度
か
ら
出
雲
崎

塾
を
開
設
し
、
そ
こ
を
中
心
に

学
力
ア
ッ
プ
等
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

塾
や
習
い
ご
と
の
費
用
に

�

助
成
を

仙
海
仙
海

 

空
き
家
を
使
っ
て
子

ど
も
た
ち
が
宿
題
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
、ま
た
、地
域
の
方
々

と
交
流
が
で
き
る
場
と
し
て
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

町
長

 

空
き
家
を
勉
強
の
場

や
遊
び
場
で
活
用
で
き
る
の
か

ど
う
か
、
管
理
等
の
課
題
も
あ

る
の
で
ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
う
。

仙
海
仙
海

 

例
え
ば
尼
瀬
の
「
気

楽
ら
ん
く
」
を
そ
の
よ
う
な
場

と
し
て
使
え
な
い
か
。

検
討
し
た
い

町
長

 

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
こ
を
活

用
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
有
効

活
用
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

交
流
の
場
に

「
気
楽
ら
ん
く
」
を

�

活
用
し
て
は

仙
海
仙
海

 

心
月
輪
が
新
た
に
指

定
管
理
さ
せ
る
が
、
良
寛
記
念

館
と
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て

い
く
の
か
。

町
長

 

指
定
管
理
者
の
計
画

書
に
沿
っ
て
議
会
と
我
々
と
記

念
館
あ
る
い
は
心
月
輪
の
管
理

者
と
話
合
い
の
機
会
を
持
ち
な

が
ら
や
っ
て
い
く
。

仙
海
仙
海

 

記
念
館
の
入
館
者
増

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長

 

ポ
イ
ン
ト
付
与
や
催

し
物
等
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

良寛記念館と
心月輪の連携を

空き家を地域住民の
交流の場に

話し合いの機会を
持ちながら

検討したい

町長

町長

下校時にはまっ暗になる歩道（17時頃）

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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米
価
下
落
に
よ
る

�

農
家
支
援
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

米
価
の
下
落
は
、
農
家

の
生
産
意
欲
を
削
ぎ
、
離
農
や
耕
作

放
棄
が
加
速
す
る
。
そ
の
な
か
で
当

町
は
、
い
ち
早
く
独
自
の
農
業
者
経

営
支
援
事
業
補
助
を
打
ち
出
し
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
農
家
の
維
持

継
続
の
た
め
に
さ
ら
な
る
支
援
は
あ

る
か
。

 　
　
　

 　

 　

 

現
状
の
国
や
県
の

制
度
の
な
か
で
農
業
支
援
を
最
大
限

に
し
、
来
年
度
以
降
、
町
独
自
の
新

た
な
支
援
も
検
討
し
て
い
く
。

 　
　
　

 

中
山
間
地
で
米
を
作
る
に

は
、
す
み
分
け
を
し
な
が
ら
県
の
方

針
に
従
い
進
め
る
。
さ
ら
に
、
農
業

公
社
や
法
人
組
織
等
を
立
ち
上
げ
、

出
雲
崎
農
業
を
ど
う
守
る
か
方
向
づ

け
を
し
て
い
く
べ
き
時
期
に
あ
る
と

考
え
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

当
町
に
は
該
当
す
る
子

ど
も
は
い
る
の
か
。
ま
た
、
教
育
現

場
で
は
そ
の
兆
候
を
把
握
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る

か
。

 　
　
　
　

 　
 　

 

該
当
者
に
つ
い

て
、
既
に
把
握
し
て
い
る
。

　

小
中
学
校
で
は
、
教
育
相
談
会
や

心
配
事
ア
ン
ケ
ー
ト
、
担
任
面
談
等

を
適
宜
実
施
。
相
談
窓
口
は
子
ど
も

本
人
が
相
談
し
や
す
い
教
諭
を
配
置

す
る
な
ど
開
か
れ
た
環
境
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
る
。

　

事
実
関
係
が
表
面
化
し
な
い
ケ
ー

ス
、
当
事
者
意
識
が
な
い
子
ど
も
も

い
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
体
制
を
構
築
す
る
。

消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

団
員
確
保
が
で
き
ず
、

活
動
に
支
障
を
き
た
す
状
況
も
で
て

き
て
い
る
。
持
続
可
能
な
消
防
団
を

目
指
し
、
部
の
再
編
と
定
数
の
削
減

を
行
う
た
め
、
条
例
改
正
を
提
案
し

た
い
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
３
―
２
分

団
と
３
―
３
分
団
、
４
―
２
分
団
と

４
―
３
分
団
を
合
併
し
再
編
す
る
こ

と
に
よ
り
、
定
員
を
12
名
減
の
158
名

と
す
る
。

 　
　
　

 　

 

消
防
団
活
動
の
慣
例
や

慣
習
が
分
団
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、

す
り
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
配
慮

い
た
だ
き
た
い
。

 　
　
　

 　

 
実
際
の
災
害
時
の
活
動

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
方
策
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 　
　
　

 　

 

新
し
い
団
地
に
住
ま
わ

れ
る
方
に
、
消
防
団
に
参
加
い
た
だ

く
よ
う
行
政
側
か
ら
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小
中
学
生

を
対
象
に
見
学
や
体
験
等
を
通
し
て
、

意
識
づ
け
が
で
き
る
よ
う
な
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 　
　
　

 　

 

各
地
域
の
活
動
内
容
は
、

地
域
の
消
防
団
員
に
お
任
せ
す
る
。

　

今
後
の
具
体
策
は
な
い
が
、
若
い

方
か
ら
ご
理
解
い
た
だ
き
定
数
の
確

保
に
努
め
た
い
。

 　
　
　

   

女
性
消
防
団
の
活
動
の

詳
細
は
ど
う
か
。

 　
　
　

 　

 

主
に
広
報
等
消
防
団
へ

理
解
を
い
た
だ
く
活
動
を
依
頼
し
て

い
る
。
操
法
の
講
習
会
も
参
加
い
た

だ
い
た
。
女
性
の
定
員
は
設
け
て
お

ら
ず
、
男
女
問
わ
ず
１
５
８
名
で
あ

る
。

町
有
財
産
活
用
型

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

�

実
施
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

諏
訪
本
町
の
天
領
の
里

第
４
駐
車
場
前
の
町
有
財
産
に
つ
い

て
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
民
間
事

業
者
等
か
ら
提
案
を
い
た
だ
く
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
。

 　
　
　

 　

 

募
集
要
項
の
配
布
方
法

は
ど
う
か
。
新
潟
県
宅
地
建
物
取
引

協
会
（
宅
建
協
会
）
に
掲
載
す
れ
ば

不
動
産
関
係
業
者
に
も
見
て
も
ら
え

る
。
近
隣
の
不
動
産
会
社
に
は
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
送
っ
た
方
が
効
果

的
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

ま
ず
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
宅
建
協
会
へ
情
報
提

供
、
町
商
工
会
を
通
じ
て
町
内
の

方
々
へ
周
知
を
図
る
。
ま
た
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
も
あ
り
、
合
わ
せ
て
近
隣
業
者
に

も
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

加
藤
議
員

産
業
観
光
課
長

町
長

石
川
議
員

子
ど
も
未
来
室
長

総
務
課
長

髙
桑
議
員

宮
下
議
員

仙
海
議
員

総
務
課
長

島
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

　
全
員
協
議
会
　   

10
月
〜
12
月
開
催
分

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

令和４年１月の出初式

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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休
憩
所 

心
月
輪

　
指
定
管
理
者
の

�
募
集
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 　

 
指
定
管
理
期
間
は

３
年
間
で
あ
り
、
現
指
定
管
理
者
は

継
続
の
予
定
は
な
い
こ
と
か
ら
、
飲

食
の
提
供
、
物
産
の
販
売
を
条
件
と

し
た
公
募
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
で
選
定
を
す

る
。

 　
　
　

 

投
資
額
は
多
く
な
る
が
、

今
ま
で
と
は
違
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ

て
、
休
憩
所
と
し
て
の
心
月
輪
、
ま

た
、
良
寛
記
念
館
と
連
携
し
な
が
ら

集
客
を
す
る
の
で
、
投
資
以
上
の
影

響
が
出
る
と
考
え
て
い
る
。
海
岸
地

区
の
活
性
化
に
向
け
て
、
天
領
の
里

と
併
せ
て
心
月
輪
を
拠
点
と
し
、
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
有
効
活
用
し

た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

�

取
得
率
向
上
に
向
け
て

 　
　
　

 　

 

当
町
の
目
標
交
付
率
と

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
県
は
新
規
取
得
者
に
対
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
が
、
当
町

独
自
の
上
乗
せ
を
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

 　
　
　

 　

 

町
民
の
半
数
以
上
の
方

か
ら
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
11

月
末
ま
で
の
目
標
交
付
率
61
％
に
対

し
12
・
1
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
地
域
へ
出
向
い
て
の
出
張
申

請
の
実
施
も
増
や
す
予
定
。

　

当
町
独
自
の
上
乗
せ
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

　
移
転
・
統
合
に
伴
う

�

支
援
策

 　

 　
　
　

     

現
在
町
内
に
２
箇

所
あ
る
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
、
建
物
の
老
朽
化
と
安
心
安
全
な

事
業
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、
川
西

地
内
の
旧
カ
ラ
オ
ケ
メ
ル
ヘ
ン
の
建

物
へ
移
転
・
統
合
す
る
。
法
人
に
対

し
て
今
後
も
運
営
費
の
補
助
を
行
う
。

地
域
内
互
助
に
よ
る

�

除
雪
作
業
に
補
助
金
を

 　
　
　

 　

 

高
齢
者
世
帯
等
の
た
め

に
、
地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に

よ
る
除
雪
作
業
に
対
し
て
支
援
金
を

交
付
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
町
の
除
雪
機
貸
出
を
強
化

で
き
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

既
に
地
域
共
同
作
業
報

奨
金
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
に
除
雪
作

業
も
加
え
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

除
雪
機
に
つ
い
て
、
総
務
課
所
管

の
も
の
が
２
台
あ
り
、
１
台
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
さ
ぷ
ら
い

へ
、
１
台
は
地
域
に

貸
出
可
能
で
あ
る
。

建
設
課
所
管
の
も
の

も
あ
り
、
現
状
で
不

足
は
な
い
と
考
え
る
。

第
６
次
総
合
計
画
策
定

　
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

�
調
査
結
果
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

年
齢
、
性
別
等
関
係
な
く
無
作
為
に

選
ん
だ
の
か
。

　

全
体
の
回
答
率
53・
6
％
ま
た
、

60
歳
以
下
は
34
％
で
、
町
に
関
心
が

無
い
と
感
じ
と
れ
る
。

　

町
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
を
総

合
計
画
に
反
映
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
役
場
職
員
の
町
民
へ
の
対

応
に
関
す
る
意
見
が
目
立
つ
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

 　
　
　

 　

 

16
歳
以
上
の
町
民

１
０
０
０
人
を
対
象
と
し
、
駅
前
地

区
と
海
岸
地
区
の
人
口
割
合
に
応
じ

て
対
象
年
齢
を
算
定
、
８
つ
の
世
代

に
分
け
、
人
口
割
合
に
応
じ
て
無
作

為
に
抽
出
し
た
。

　

住
民
意
向
等
の
確
認
は
あ
る
程
度

で
き
た
と
考
え
る
が
、
役
場
職
員
の

電
話
対
応
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
に
対

応
す
る
よ
う
に
職
員
へ
の
周
知
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 　
　
　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
が
全
て
で
は

な
く
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
若
い
方
々

と
対
話
を
進
め
た
い
。

固
定
資
産
税
の

�

課
税
誤
り
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

相
続
登
記
未
了
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
の
実
案
が

県
内
及
び
、
全
国
の
市
町
村
で
多
数

発
生
し
て
お
り
、
同
様
の
課
税
誤
り

が
当
町
に
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
該
当
者
に
は
令
和
４
年
２
月

で
減
額
調
整
し
、
調
整
で
き
な
い
方

に
は
還
付
す
る
。
今
後
も
点
検
・
確

認
作
業
を
継
続
し
、
再
発
防
止
に
努

め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

�

３
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

 　

 　
　
　

     

接
種
対
象
は
現
時

点
で
「
18
歳
以
上
」
と
す
る
。
期
間

は
令
和
４
年
９
月
末
ま
で
延
長
。
町

内
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
令
和

４
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
原

則
と
し
て
、
２
回
目
接
種
か
ら
８
か

月
以
上
経
過
し
た
方
を
対
象
に
無
料

で
実
施
す
る
。

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
組
合
の

�

解
散
に
向
け
た
今
後
の
予
定

 　

 　
　
　

     

昭
和
59
年
に
現
在

の
場
所
に
移
転
し
て
か
ら
37
年
が
経

過
し
、
令
和
元
年
７
月
以
降
本
町
の

利
用
者
は
な
く
、
令
和
６
年
３
月
を

目
途
に
閉
所
す
る
計
画
が
示
さ
れ
た
。

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
の
組
合
の
解
散
に

向
け
て
、
事
務
手
続
き
等
の
協
議
を

長
岡
市
と
進
め
て
い
る
。

産
業
観
光
課
長

町
長

加
藤
議
員

町
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

加
藤
議
員

建
設
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

町
長

町
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

旧カラオケメルヘンの建物

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン
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全
員
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議
会



大きなお店が
　　あったらいいな

大型スーパーくらいの
お店ができたら、便利
になると思う。

インターネット通販やコンビニの利用
など、買い物の手段は多様化している。
高齢者でも使い勝手の良い方法を、今

ある町内の商店を守りながら天領の里エリア
などで考えていきたい。

出雲崎町にはキャンプ場などに
利用できる適地が少ないため、
難しいが考えたい。飲食店など

への妻入りの空き家活用や不動産会社
については、直ぐに活用できる状態に
ないことや、継続して経費がかかり、
税金を使うことになるため、町として
は慎重に考えなければならない。訪れ
てくれる観光人口を増やし、起業して
くれる人が出てくると良いと思うし、
町も支援していかなければならない。
若い皆さんの新しい提案を期待する。

新しい特産品を

海・町・自然をきれいに

良寛さんをイメージする
などして、新しい商品で
PRすれば、町の良さを
知ってもらえるのでは。

「サザエの炊き込みご飯」や「ポンだら
バーガー」等々、時間をかけて開発され
たものや、良寛の名前をもつ商品を売り

出している事業所もある。また、ふるさと逸品
開発事業で新しい商品開発を町が支援している。
さらに、効果的なPRを考えていくことも大切と
思う。

海岸や道路のゴミ対策として、ゴミ拾
いや喚起看板を立ててはどうか。お
金と人が必要だが、考えてほしい。

道路については、町内の団
体の皆さんが頑張ってくれ
ている。町ではたくさんの

お金をかけて、シーズン前に海岸清
掃をしている。また、出雲崎でも海
をきれいにするために活動する団
体があって、参加者も増えてきてい
る。海を汚さないためには、ゴミを
出さないようにすることも大切で
ある。これからも環境問題に関心
をもってほしい。

A
A

A

A

新しい観光地を
魅力的な出雲崎町にするために、観光スポットとして、
キャンプ場や公園がほしい。料理屋やレストランが少な
いので、不動産会社を作って、妻入りの空き家を利用し
てはどうか。

　この日のために、６年生のみなさんはたくさ
ん調べて勉強してきてくれました。後日、次の
ような感想をいただきました。

●様々な方面から物事を見ることを学んだ。
●めったにない機会で、意見を伝えられて良かった。
●私も未来の出雲崎を変える取り組みがしたい。

など、頼もしい限りです。出雲崎を見つめ直し、
新しい若い感性で、町の未来を作っていってほ
しいと思います。

出雲崎小学校 6年 かえで学級との意見交換会

『夢・未来 ～出雲崎とわたし～   故きを学び、みらいを思い描く』
令和3年12月1日に出雲崎小学校6年生25名の皆さんと
出雲崎町議会で意見交換会を行いました。

11
月
臨
時
会

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

委
員
会
視
察

委
員
会
視
察

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン
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崎
小
学
校

意
見
交
換
会



　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、

11
月
17
日
に
出
雲
崎
小
・
中
学

校
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
出
雲
崎
小
学
校
で

は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
な
び
の

部
・
こ
こ
ろ
の
部
・
か
ら
だ
の

部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の

な
か
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

人
や
地
域
と
の
交
流
が
希
薄
に

な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
必
要
な
力
を
関
わ
り
の

中
で
生
み
出
し
て
い
く
た
め

に
「
自
ら
か
か
わ
る
」
を
重
点

目
標
に
、
生
き
る
力
の
育
成
や

関
わ
り
を
深
め
る
教
育
計
画
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職

員
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
安
易

に
諭
す
の
で
は
な
く
、「
待
つ
」

こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
10
年
後
20
年
後

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
今
、

在
る
べ
き
姿
と
し
て
学
校
経
営

方
針
に
７
項
目
を
示
し
て
お
り
、

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
期
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
学
校
は
情
報
を
適

切
に
伝
え
て
い
る
か
」
と
い
う

項
目
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
回

答
が
100
％
で
あ
っ
た
他
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
つ
い
て
の
保
護
者
研

修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
家
庭

と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
、
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
本
年
４
月
に
開
設

さ
れ
た
通
級
学
級
や
体
育
館
に

設
置
さ
れ
た
網
戸
な
ど
、
校
舎

内
の
施
設
や
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。
高
性
能

W
i-Fi

ル
ー
タ
ー
の
設
置
が

授
業
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
家
庭
科
室
の
調

理
台
が
老
朽
化
し
て
い
て
、
コ

ン
ロ
が
１
つ
し
か
な
く
、
改
善

の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
出
雲
崎
中
学
校
で
は
、

学
校
長
か
ら
学
校
経
営
方
針
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
限
を
受

け
る
な
か
、
小
学
校
と
同
様
に
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
人
と
関
わ
る
活
動
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
の
事

で
し
た
。

　

体
育
祭
で
は
、
密
に
な
ら
な

い
種
目
や
や
り
方
を
生
徒
自
身

が
考
え
て
作
り
上
げ
、
達
成
感

を
得
た
こ
と
、
場
所
を
県
内
に

変
え
た
修
学
旅
行
も
、
実
施
で

き
た
喜
び
を
実
感
し
な
が
ら
精

一
杯
楽
し
ん
だ
な
ど
、
職
員
と

生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
、
マ
イ

ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
、
前
に

向
か
っ
て
い
く
姿
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
視
察
を
踏
ま
え
、

学
校
現
場
や
行
政
と
協
力
し
な

が
ら
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
出
雲
崎
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
・
改
善

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

�

（
髙
桑
佳
子
）

　

社
会
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
た

「
産
業
と
観
光
及
び
福
祉
問
題

に
つ
い
て
」
10
月
18
日
、
役
場

に
て
産
業
観
光
課
長
、
担
当
職

員
の
出
席
を
得
て
、「
出
雲
崎

の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
」
説

明
を
受
け
、
現
状
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
地
域
別
の
年
齢
従

事
者
数
や
耕
作
地
を
地
図
化
し

た
資
料
を
基
に
、
現
状
の
課
題
、

対
策
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
中
心
に
な

る
方
が
い
な
く
、
規
模
拡
大
に

限
界
が
き
て
い
る
。
ま
た
、
大

規
模
農
家
も
今
迄
の
規
模
拡
大

で
農
地
の
引
受
け
が
困
難
に

な
っ
て
お
り
、
米
価
下
落
に
よ

り
、
農
業
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
の
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
農

地
の
集
積
、
集
約
、
若
手
農
業

従
事
者
等
の
意
見
を
聞
き
、
安

定
し
た
経
営
の
た
め
法
人
組
織

も
必
要
で
あ
る
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
他
町
村
の
法

人
化
に
向
け
た
取
組
の
情
報
収

集
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協

力
を
得
て
、
出
雲
崎
の
農
業
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
農
業

委
員
、
若
手
従
事
者
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
な
ど
関
係
者
と
農

業
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
今
後
の
農
業
の
在

り
方
を
検
討
し
、
問
題
改
善
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

�

（
小
黒
博
泰
）

議会サロンで様々な意見をいただきました。
10月～12月中 計4回

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さまの
ご意見・ご要望等をお聞きす
る『議会サロン』を開催して
います。担当議員２名が皆さ
まをお待ちしています。ぜひ、
お越しください。

多世代交流館きらりは子どもの
体温が測りにくいので改善して
ほしい。

現在は従来の検温器の下側
に子どもの身長に合わせた
位置に新たに検温器を設置
しました。

このようになりました
～議会サロン追跡～

７月 13日にいただいたご意見

現在の様子

　　小竹地内の
相場川に架かる
木製の橋を
　直して！防災上の観点から鳴滝町の空き地を

国道へのアクセス道路に！

景観が損なわれるので
海岸の浜に生えている
草木を取り除き
　　　　整備して！

上中条の農村公園の
整備（草取り等）を
　　  お願いしたい！

デマンドタクシーを　
町外にも運行
　　できないの？

出雲崎駅の駐輪場
にある廃自転車を
　　　　処分して！

※次回の定例会は３月を予定しています。会期日程
（配信日程）は、　広報いずもざき３月号及び町議
会ホームページでお知らせいたします。

役場２階会議室・中央公民館・海岸公民館・妻入り会館・ホッと情報館陽だまり

議会の様子をYouTubeで配信しています

町議会ホームページ

出雲崎町議会では、本会議の録画映像を配信しています。町議会ホームページの「インターネット議会
中継」からご覧いただけます。また、一般質問は生中継をいたします。パソコンやスマートフォンのほか、
下記の施設に設置しているテレビにおいても視聴ができます。

出雲崎の農業の現状について

出雲崎小・中学校の現地調査

社会産業社会産業
常任委員会

総務文教総務文教
常任委員会

委員会委員会視察・調査報告視察・調査報告
11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

議
会
サ
ロ
ン
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議会サロンで様々な意見をいただきました。
10月～12月中 計4回

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さまの
ご意見・ご要望等をお聞きす
る『議会サロン』を開催して
います。担当議員２名が皆さ
まをお待ちしています。ぜひ、
お越しください。

多世代交流館きらりは子どもの
体温が測りにくいので改善して
ほしい。

現在は従来の検温器の下側
に子どもの身長に合わせた
位置に新たに検温器を設置
しました。

このようになりました
～議会サロン追跡～

７月 13日にいただいたご意見

現在の様子

　　小竹地内の
相場川に架かる
木製の橋を
　直して！防災上の観点から鳴滝町の空き地を

国道へのアクセス道路に！

景観が損なわれるので
海岸の浜に生えている
草木を取り除き
　　　　整備して！

上中条の農村公園の
整備（草取り等）を
　　  お願いしたい！

デマンドタクシーを　
町外にも運行
　　できないの？

出雲崎駅の駐輪場
にある廃自転車を
　　　　処分して！

※次回の定例会は３月を予定しています。会期日程
（配信日程）は、　広報いずもざき３月号及び町議
会ホームページでお知らせいたします。

役場２階会議室・中央公民館・海岸公民館・妻入り会館・ホッと情報館陽だまり

議会の様子をYouTubeで配信しています

町議会ホームページ

出雲崎町議会では、本会議の録画映像を配信しています。町議会ホームページの「インターネット議会
中継」からご覧いただけます。また、一般質問は生中継をいたします。パソコンやスマートフォンのほか、
下記の施設に設置しているテレビにおいても視聴ができます。

開催日 場　　所 時間 担当議員

２月19日（土） ホッと情報館
陽だまり 午前10時

～正午

三輪　正 石川　豊

３月19日（土） 妻入り会館 宮下孝幸 中野勝正

※新型コロナウイルス感染状況によっては中止する場合があります。

11
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

12
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

全
員
協
議
会

出
雲
崎
小
学
校

意
見
交
換
会

委
員
会
視
察

19 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ４ 年 1 月 2 5 日第 1 1 4 号

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ

議
会
サ
ロ
ン
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表
紙
小
話

の

出
小
６
年
生
が

　
町
議
会
に

来
て
く
れ
ま
し
た

　
昨
年
12
月
１
日
、
出
雲
崎
小
学

校
６
年
生
か
え
で
学
級
の
25
名
が
、

出
雲
崎
町
議
会
と
の
交
流
会
で
議

場
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
「
夢
・
未
来
〜
出

雲
崎
と
わ
た
し
〜
故
き
を
学
び
、

未
来
を
思
い
描
く
」
と
題
し
て
、

大
き
く
４
つ
の
提
案
に
対
し
て
各

議
員
が
答
え
る
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
者
が
提

案
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、
緊
張

の
中
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
意

見
提
案
を
述
べ
て
い
て
、
答
弁
す

る
議
員
の
ほ
う
が
逆
に
緊
張
し
て

い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
総
合
学
習
の
一
環
で
、
今
回
初

め
て
の
試
み
だ
そ
う
で
す
。
児
童

の
感
想
文
の
中
に
、
と
て
も
良
い

経
験
を
し
ま
し
た
と
載
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
、
ふ
る

さ
と
出
雲
崎
の
未
来
を
背
負
う
皆

さ
ん
に
は
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て

中
学
校
生
活
を
思
う
存
分
送
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
石
川
　
豊
）

んみ な の 声

編

集

後

記

　
委
員
長
　
　
髙
桑 

佳
子

　
副
委
員
長
　
石
川 

　
豊

　
委
　
員
　
　
仙
海 

直
樹

　
委
　
員
　
　
小
黒 

博
泰

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
始

め
て
丸
２
年
が
経
ち
ま
す
。

　
こ
の
間
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
皆
様
の
ご
苦
労
に
は
、
本
当
に
頭

が
下
が
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
影
響

で
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
議
会

で
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
話
し

合
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
日
で
も
早
く
、
社
会
経
済
が

立
ち
直
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
も
の

で
す
。

　
視
察
報
告
に
も
あ
り
ま
す
が
、
12

月
定
例
会
前
に
、
出
雲
崎
小
学
校
・

中
学
校
の
訪
問
と
６
年
生
と
の
意
見

交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
現
場

で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
と
の
関
わ
り

を
、
何
と
か
し
て
学
ん
で
い
こ
う
と

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
出
雲
崎

の
子
ど
も
た
ち
、
逆
境
の
中
に
あ
っ

て
も
自
ら
工
夫
し
て
、
力
に
変
え
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も

負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
か
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
髙
桑
佳
子
）

議
会
報
特
別
委
員
会

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、

こ
れ
を
共
有
し
共
感
し
て
出

雲
崎
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

人
を
増
や
す
活
動
を
よ
り
一

層
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
年
は
農
業
を
通

し
て
い
ろ
ん
な
方
が
挑
戦
で

き
る
一
年
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
皆
様
今
年
も
一
年
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
域
お
こ
し
協
力
隊
に

　
　
　
な
ろ
う
！
そ
う
決
め

て
様
々
な
地
域
の
募
集
を
見

て
い
る
と
き
に
初
め
て
出
雲

崎
町
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
新
潟
県
に
す
ら
来
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
半
分

勢
い
で
出
雲
崎
へ
の
移
住
を

決
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
大
き

な
変
化
の
あ
っ
た
２
０
２
１

年
が
終
わ
り
、
出
雲
崎
に
き

て
か
ら
も
う
半
年
。
こ
の
決

断
を
し
な
け
れ
ば
決
し
て
で

地

小畑 穂乃花

地域おこし協力隊
おばた　ほのか

さん

出雲崎での経験を
生かす一年に




